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アンと幸福案山子の村の殺人 ここでは祈りが毒になる

しずかなしまのだいじな水 映画窓ぎわのトットちゃんストーリーブック大ピンチずかん

資格なし。 学歴なし。 得意な

のは食べることと笑うこと。 ア

ンちゃんが選ぶ未来は…？「み

つ屋」 以外にも目が届くように

なってきた今日このごろ。 別れ

と出会いと 「なんで？」 を乗

り越えて、 アンちゃんも新しい

扉を開きます。 東京デパート

の食品売り場から、 たくさんの

はじめての場所へ…。 甘酸っ

ぱい謎と和菓子の世界が、 あ

なたをお待ちしています。

案山子だらけの宵待村で、 案

山子に毒の矢が射込まれ、 別

の案山子が消失し、 ついに殺

人事件が勃発する。 現場はい

わゆる “雪の密室” の様相を

呈していた―。 俊英が二度に

亙る “読者への挑戦” を掲げ

て謎解きの愉しみを満喫させ

る、 正統的本格推理。 合作推

理作家の大学生コンビが謎に

挑むシリーズ第一弾！

函館の医療刑務所分院で働く

矯正医官 ・金子由衣は、 不摂

生の妊婦 ・ 敏江を担当するこ

とになった。 敏江は難産の末、

障害のある女児を出産した後、

数日で亡くなった。 その後、 口

癖が 「死にたい」 だった緑内

障の受刑者 ・明美も死亡した。

敏江と明美の死因が似ている

ことから院内に緊張が走る。 自

殺か？敏江の死と関係はある

のか？

ニャンパーは、 キャンプしなが

らたびするねこです。 「きょう

は、 しずかなしまでひるねしよ

う」 はまべのみせでボートをか

りて、 リュックをつんで、 あお

いうみへこぎだしますが…。 さ

あ、 どきどきわくわく、 たのし

いたんけんのはじまりです！

戦後もっとも売れた本 『窓ぎ

わのトットちゃん』 をストーリー

ブックで！読みやすい文章と約

160点のアニメ絵で、 映画の

内容をたどることができます。

すべての漢字にふりがながつい

ていて小学校低学年からひとり

読みできるのはもちろん、 読み

聞かせにも向き、 親子で楽し

める構成です。

君はガムを飲んじゃったことは

ある？シャンプーが目に入った

ことは？大ピンチは、 なんの前

触れもなく君の生活に入り込

んでくる。 ピンチに出会うのを

恐れるより、 どんなピンチがあ

るかを知っておいた方が心の

準備が出来るというもの。 そ

んな時は、 この 『大ピンチず

かん』。 これで、 いつ大ピンチ

が来ても大丈夫。 持ち運ぶの

にも便利なコンパクトサイズ。

おすすめ本のご紹介
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開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

坂木 司 著 嶋中 潤 著楠谷 佑 著

鈴木 のりたけ 著

北川 チハル 著

黒柳 徹子 原作

③
令
和
６
年
９
月
13
日
㈮

④
令
和
６
年
11
月
８
日
㈮

※
各
日
と
も
、
納
骨
時
間
は
ご
相
談
の

上
で
調
整
い
た
し
ま
す
。

▼
猿
払
村
合
葬
堂
開
放
日

①
令
和
６
年
８
月
13
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

②
令
和
６
年
９
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
そ
の
他

・
合
葬
堂
の
利
用
申
請
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

・
申
請
か
ら
許
可
に
至
る
ま
で
に
は
日

数
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
を
お
考
え
の
方
は
希
望
の
納
骨
日

に
間
に
合
う
よ
う
に
余
裕
を
も
っ
て
申

請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
申
請
書
類
や
利
用
案
内
手
引
書
は
、

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
で
用
意
し
て

い
ま
す
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係

☎
２
‐
３
１
３
３

　

幌
延
町
に
お
け
る
深
地
層
研
究
施
設

の
着
工
に
伴
い
、
隣
接
し
て
い
る
本
村

が
『
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事

業
』
の
対
象
地
域
と
な
り
、
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設
を
含
む

発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公

共
施
設
の
整
備
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
や
産
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

令

和

５

年

度

は

交

付

金

を

利

用

し

て

次

の

事

業

を

実

施

し
、

２
０
２
０
万
５
６
４
８
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

▼
猿
払
村
国
民
健
康
保
険
病
院
運
営
事
業　

　

医
療
内
容
の
充
実
や
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
村
民
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
こ
の
交
付
金
を
医
師
や
看
護
師
等

の
人
件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

■
総
務
課
財
政
管
財
係

☎
２
‐
３
１
３
１

月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
新
築
家
屋
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
完
成
の
翌
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

昨
年
12
月
25
日
に
て
、
全
て
の
税
金

の
納
付
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
今

一
度
納
付
状
況
を
確
認
し
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
速
や
か
な
納
付
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

令
和
６
年
度
『
猿
払
村
合
葬
堂
』
の

納
骨
日
及
び
開
放
日
は
、
左
記
の
日
程

に
な
り
ま
す
。

▼
猿
払
村
合
葬
堂
納
骨
日

①
令
和
６
年
５
月
10
日
㈮

②
令
和
６
年
７
月
12
日
㈮

　

家
屋
（
倉
庫
や
畜
舎
な
ど
住
宅
以
外

の
建
物
も
含
む
）
の
新
築
ま
た
は
増
築

が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
施
工
を
担
当
す

る
建
設
会
社
及
び
完
成
予
定
日
を
住
民

課
税
務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
新
築
・

増
築
家
屋
で
、
未
登
記
か
つ
未
届
の
家

屋
が
あ
る
場
合
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

完
成
後
に
は
固
定
資
産
税
算
出
の
た

め
、
新
築
・
増
築
部
分
の
家
屋
評
価
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
地
調
査
の

日
程
に
つ
い
て
税
務
係
よ
り
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
家
屋
は
、
届

出
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
届
出
の
必
要
が
な
い
家
屋
】

・
確
認
申
請
、
工
事
届
を
建
設
課
建
築

係
に
提
出
し
て
い
る
家
屋

・
新
築
、
増
築
部
分
に
係
る
家
屋
評
価

が
既
に
終
了
し
て
い
る
家
屋

▼
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦

課
期
日
）
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定

資
産
を
課
税
対
象
と
し
、
そ
の
年
の
４

家
屋
を
新
築
・
増
築
す
る

予
定
が
あ
る
方
へ

税
務
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
の
ご
報
告

『
猿
払
村
合
葬
堂
』
納
骨
日

等
の
お
知
ら
せ
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豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です｡
やむをえず車中泊をする場合は､危険な場
所ではないか周囲の状況等を十分確認し
てください。
また､その場合は定期的な運動や
換気などを心がけてください。

マスク･消毒液･体温計･スリッパなど、
できるだけ自ら携行しましょう。

村が指定する避難場所は変更される
可能性があります。災害時には村の
ホームページ等で確認してください。

避難先は､村の避難場所だけではあり
ません。
安全な場所に住んでいる親戚･知人な
ど頼れる人がいれば、そこに避難す
ることも考えてみましょう。

避難とは｢難｣を｢避｣けること。
安全な場所にいる人まで避難場所に
行く必要はありません。

危険な場所にいる人は避難することが原則
感染症が心配される中でも、
災害時には  危険な場所にいる人は避難することが原則  です !

災害が発生したときの避難で気を付けること


